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粗悪オープンアクセス（OA）ジャーナル問題
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ハゲタカ出版社（Predatory Publishers）が問題になっています
■ハゲタカ出版社とは
• OA学術雑誌を標榜しながら、下記のような不適切な出版事業を行う業者。
適切な査読が行われていない＝掲載費さえ払えば掲載される
著名な専門家を無断で編集者リストに掲載
偽ったインパクトファクターの掲示
実態のない国際会議への招待や、不適切な雑誌の編集委員依頼といったアプロー

チも行われる
など

• ハゲタカ出版ジャーナルへ投稿する問題点
適切な査読を経ない論文を、あたかも査読を受けたかのように装って出版を行う

ことによる研究倫理上の問題。
研究費を不正な出版事業へ支出することによる研究倫理上の問題。
不適切な研究成果を社会に流布する可能性を生じさせる研究倫理上の問題。
掲載後の論文取り下げに応じない懸念。
論文の長期的な保管に対する懸念（学術情報流通に対する無責任さへの懸念）。
出版のやりとりを通じた個人情報の漏洩。



粗悪オープンアクセス（OA）ジャーナル問題を巡る報道
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新聞等を通じて問題提起がなされています
• 毎日新聞、2018年09月30日

「粗悪学術雑誌 論文投稿、日本5000本超 業績水増しか」
https://mainichi.jp/articles/20180903/k00/00m/040/110000c（最終閲覧日：2018年10月11日）

• 毎日新聞、2018年10月10日
「粗悪学術雑誌 「ハゲタカジャーナル」に名大と新潟大が対策」
https://mainichi.jp/articles/20181010/k00/00m/040/164000c（最終閲覧：2018年10月11日）

など

論文の内容・質とは関係なく、粗悪なOA
ジャーナルへの掲載は「業績水増し」とさ
え言われてしまうことがあります。

https://mainichi.jp/articles/20180903/k00/00m/040/110000c
https://mainichi.jp/articles/20181010/k00/00m/040/164000c


２. Beall’s List
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ハゲタカ出版は今明らかになった問題ではありません
■Beall’s List
• 不適切なOAジャーナルについての著名なリスト

• オリジナルのリスト作成者であるBeall准教授（コロラド大学図書館）本
人はリストを非公開として、現在は匿名の有志による更新が継続されて
いる。

• 私的なリストであり、責任の所在が不明確であるためこれのみで判断す
ることはできないが、多く参照されているリストの一つとなっている。

• 論争的なケースも含まれる
→中国・スイスに本部を置くMDPI社の例； ” MDPI is very much a hit-
and-miss.”）

※MDPIのケース：当初はハゲタカジャーナルと名指しされリストに掲載
されていたものの、現在はOA学術出版社協会に加盟し、リスト上でも雑誌
によって「良いもの悪いものもある」という注釈が加えられている。



Think. Check. Submit.キャンペーン
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投稿先ジャーナルの適切性を確認するリストがあります
■Think. Check. Submit.キャンペーン（https://thinkchecksubmit.org）
• 研究者がOA出版をするに際してジャーナルや出版社の信頼度を確認する

ための簡易なチェックリストを公開

• 出版社やジャーナルをチェックする際に参照するものとして下記を推奨
している。Committee on Publication Ethics (COPE / 出版規範委員会)

• Open Access Scholarly Publishers’ Association (OASPA / OA学術出版社
協会)

• Directory of Open Access Journals (OA誌要覧 / DOAJ)
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Think. Check. Submit  https://thinkchecksubmit.org/
（最終閲覧日:2018年10月11日）

A4版全学配付資料の裏面に
日本語版があります。



■ Think. Check. Submit.のチェックリスト
• あなたや同僚は、そのジャーナルについて知っていますか。
• そのジャーナルに投稿された論⽂を、以前読んだことはありますか。
• そのジャーナルでは最新の論⽂を容易に⾒つけることができますか。
• その出版社の連絡先はすぐに分かりますか。

– そのジャーナルのウェブサイトには、出版社名が明記されていますか。
– 出版社とは、電話、メールや郵便で連絡が取れますか。

• そのジャーナルは、どのような査読を⾏うか明⽩ですか。
• 論⽂はあなたの選んだサービスの中で、きちんと索引されていますか。
• 請求内容は明瞭ですか。

– そのジャーナルのサイトには、⼿数料の内容といつ請求されるかきちんと書かれ
ていますか。

• 編集委員会は、設置されていますか。
– 編集委員について、聞いたことがありますか。
– 編集委員は、そのジャーナルについて⾃⾝のウェブサイトに掲載していますか。

今後の対応
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投稿先の適切性をよく見極めてください
Think. Check. Submit より抜粋
http://thinkchecksubmit.org/translations/jap
anese/
（最終閲覧日:2018年10月11日）



■ Think. Check. Submit.のチェックリスト
• その出版社は、出版・研究業界の団体やイニシアチブに参加しています

か。
– その出版社は、Committee on Publication Ethics（出版規範委員会 / COPE）

に所属していますか。
– そのジャーナルがオープンアクセスの場合、Directory of Open Access Journals 

(オープンアクセス誌要覧/ DOAJ) にリスト登録されていますか。
– もしそのジャーナルがオープンアクセスの場合、その出版社はOpen Access 

Scholarly Publishersʼ Association (オープンアクセス学術出版社協会 / OASPA) 
に所属していますか。

– そのジャーナルは、International Network for the Availability of Scientific 
Publications（科学出版物⼊⼿のための国際ネットワーク/ INASP）のオンライン
ジャーナルプラットフォーム(バングラデシュ、ネパール、スリランカ、中央アメ
リカ、モンゴルで出版されたジャーナルの場合)、またはAfrican Journals Online
（アフリカで出版された場合 / AJOL）にホストして招待されていますか。

– その出版社は、他の業界団体に属していますか。
●上記に加えて：その雑誌は Web of Science（もしくはScopus）へ掲載
されていますか。

今後の対応
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投稿先の適切性をよく見極めてください
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